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長
か
っ
た
今
年
の
梅
雨
も
、
よ
う
や
く
明

け
そ
う
で
す
。
昨
日
今
日
の
日
差
し
に
は
、

容
赦
の
な
い
夏
の
厳
し
さ
を
感
じ
ま
す
。 

生
徒
会
室
も
、
蝉
が
鳴
く
よ
う
に
日
々

騒
々
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
文
化
祭
に

向
け
て
た
く
さ
ん
の
同
級
生
、
後
輩
が
生
徒

会
室
を
訪
れ
て
は
、
慌
た
だ
し
く
出
て
行
き

ま
す
。
そ
の
姿
に
文
化
祭
に
向
け
て
の
意
気

込
み
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
生
徒
会
と
し
て

も
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
刺
激

も
受
け
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
、「
熱
量
」
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
「
熱
量
」

と
は
化
学
反
応
で
発
生
す
る
熱
の
大
き
さ

の
方
で
は
な
く
、
何
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と

す
る
熱
意
の
方
で
す
。
文
化
祭
を
成
功
さ
せ

よ
う
と
真
剣
に
取
り
組
む
周
囲
の
人
か
ら
、

私
は
大
き
な
「
熱
量
」
を
受
け
取
っ
て
い
て
、

ま
た
そ
の
受
け
取
っ
た
「
熱
量
」
は
私
に
と

っ
て
、
生
徒
会
活
動
の
大
き
な
原
動
力
と
な

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

生
徒
の
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
熱
量
」

を
持
つ
こ
と
で
、
文
化
祭
は
必
ず
良
い
も
の

に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
文

化
祭
実
行
委
員
会
、
生
徒
会
を
中
心
に
、
文

化
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
奈

良
学
園
全
員
の
「
熱
量
」
で
、
今
日
の
閉
塞

し
た
空
気
を
燃
や
し
尽
く
し
ま
し
ょ
う
！ 

 
 
 
 

 
 
 

(

生
徒
会
長 

西
籔 

健)
 

 

文
化
祭
実
行
委
員
長
か
ら 

第
四
十
二
回
文
化
祭
実
行
委
員
長
の
鳥

井
友
博
で
す
。
文
化
祭
を
素
晴
ら
し
い
も
の

と
す
る
た
め
に
全
力
で
努
め
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
年
の
文
化
祭
の
テ
ー
マ
を

『f
i
l
m

』
に
決
め
た
僕
達
の
思
い
を
書
い
て

お
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

カ
メ
ラ
の
フ
ィ
ル
ム
は
種
類
に
よ
っ
て

撮
れ
る
写
真
が
異
な
り
ま
す
。
僕
達
も
同
じ

で
、
一
人
一
人
に
異
な
る
考
え
方
、
感
じ
方

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
フ
ィ
ル
ム

に
、
文
化
祭
ま
で
の
日
々
を
写
し
撮
っ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
将
来
、
そ
の
特
別
な
写
真

を
つ
な
げ
て
一
本
の
映
画
の
よ
う
に
し
て

思
い
描
い
た
時
に
、
「
あ
の
頃
は
楽
し
か
っ

た
な
」
と
か
、「
あ
の
頃
の
よ
う
に
夢
中
で
頑

張
ろ
う
」
と
思
え
た
ら
、
良
く
な
い
で
す
か
。

ぜ
ひ
、
素
敵
な
思
い
出
を
心
の
フ
ィ
ル
ム
に

残
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

最
後
に
、
文
化
祭
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
購
入
を
忘

れ
て
い
た
と
い
う
み
な
さ
ん
、
安
心
し
て
く

だ
さ
い
。
七
月
二
十
日
と
二
十
一
日
の
放
課

後
、
生
徒
会
室
に
て
二
次
受
付
を
行
い
ま
す
。 

で
は
、
み
ん
な
で
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

文
化
祭 

委
員
長
の
紹
介 

今
年
の
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
く
各

委
員
長
の
紹
介
で
す
。 

 

運
営
委
員
長 

高Ⅱ

Ｂ 

鳥
井
友
博 

催
物
委
員
長 

高Ⅱ

Ｄ 

京
田
大
生 

総
括
委
員
長 

高Ⅱ

Ａ 

本
田
紗
和
子 

物
品
委
員
長 

高Ⅱ

Ｃ 

前
田
陵
佑 

広
報
委
員
長 

高Ⅱ

Ｄ 

礒
野
紗
季 

装
飾
委
員
長 

高Ⅱ

Ｄ 

小
川
空 

 

各
委
員
長
の
皆
さ
ん
、
文
化
祭
の
成
功
に
向

け
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

球
技
大
会 

開
催
！ 

五
月
下
旬
に
球
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、

各
学
年
が
別
々
に
時
間
差
・

観
戦
な
し
で
行
い
ま
し
た
。 

球
技
大
会
当
日
は
楽
し
い
雰
囲
気
で
、

「
文
化
部
で
も
仲
間
と
協
力
し
て
プ
レ
ー

で
き
ま
し
た
」
と
か
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
し
、
新
し
い
価
値
観

を
見
出
せ
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
聞

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
女
子
に
自
分
の
カ
ッ

コ
い
い
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら
い
た
か
っ
た

で
す
」
と
惜
し
む
人
も
い
ま
し
た
。
各
個
人

そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
も
っ
て

臨
ん
だ
球
技
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

  

近
畿
大
会
の
結
果
報
告 

 ☆
陸
上
部 

全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

近
畿
地
区
予
選
会 

中
西
陽
詩
さ
ん(

高Ⅱ
) 

【
記
録 

女
子
２
０
０
ｍ 

２
６･

７
０
秒
】 

 
近
畿
・
全
国
大
会
出
場
！ 

 
 ☆

囲
碁
将
棋
部 

第
四
十
五
回
全
国
高
等
学
校
文
化
祭
和
歌
山

大
会
囲
碁
部
門(

八
月
三
日
～)

 

岩
井
宥
佳
さ
ん(

高Ⅱ
) 

 第
四
十
五
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
高
等
学

校
囲
碁
選
手
権
大
会(

八
月
十
七
日
～)

 

女
子
個
人 

岩
井
宥
佳
さ
ん(

高Ⅱ
) 

女
子
団
体 

 ☆
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部 

第
五
十
四
回
全
国
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

選
手
権
大
会
（
八
月
二
十
日
～
） 

男
子
団
体
・
女
子
団
体 

  
 

第
六
十
回
近
畿
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選

手
権
大
会(

七
月
十
日
～)

 

男
子
団
体
・
女
子
団
体 
  ☆

テ
ニ
ス
部 

令
和
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

(

八
月
二
日
～)

 

村
山
花
凛
さ
ん(

高Ⅲ
) 

中
村
仁
哉
く
ん(

高Ⅰ
) 

 

関
西
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会 

（
七
月
十
三
日
～
） 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

村
山
花
凛
さ
ん(

高Ⅲ
) 

松
倉
愛
里
さ
ん(

高Ⅲ
) 

野
中
晴
陽
さ
ん(

高Ⅰ
) 

女
子
ダ
ブ
ル
ス 

村
山
花
凛
・
高
原
愛
奈
さ
ん(

高Ⅲ
) 

冨
山
陽
香
・
野
中
晴
陽
さ
ん(

高Ⅰ
) 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

中
村
仁
哉
く
ん(

高Ⅰ
) 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

松
村
颯
馬
く
ん(

高Ⅲ
) 

山
田
悠
伊
く
ん(

高Ⅱ
) 

中
村
仁
哉
く
ん(

高Ⅰ
) 

 

☆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

令
和
三
年
度
近
畿
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
大
会(

七
月
十
五
日
～)

 
 

男
子
の
部 

  ☆
剣
道
部 

第
五
十
九
回
近
畿
高
等
学
校
剣
道
大
会(

七
月

十
七
日
～)

 

男
子
団
体
・
女
子
団
体 

  ☆
水
泳
同
好
会 

第
七
十
五
回
近
畿
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競

技
大
会(
七
月
二
十
二
日
～)

 

泉
本
零
次
く
ん(

高Ⅰ
)
 
 

活
動
報
告
（
目
安
箱
に
つ
い
て
） 

 

投
書
へ
の
返
答
作
業
を
進
め
、
投
書
内
容

の
実
現
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
内
容
は
生
徒
会
ボ
ー
ド
の
方
で
確
認

し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
「
検
討
す
る
と
返

答
し
た
も
の
に
対
し
て
、
ど
れ
く
ら
い
実
現

で
き
て
い
る
の
？
」
と
感
じ
て
い
る
人
も
い

る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
ま
で
検
討
す
る
と
返

答
し
た
投
書
を
集
計
し
、
分
析
し
て
み
ま
し

た
。 右

の
表
に
示
し
た
よ
う
に
、「
実
現
済
」
の

割
合
は
「
実
現
不
可
」
よ
り
も
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
「
要
望
書
の
利
用

を
推
奨
」
が
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
要

望
書
の
利
用
を
推
奨
」
し
て
い
る
投
書
は
、

目
安
箱
で
は
対
応
し
づ
ら
い
の
で
す
が
、
要

望
書
な
ら
ば
実
現
に
向
け
て
対
応
で
き
る

と
判
断
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、「
要
望
書
」

の
利
用
を
勧
め
て
も
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
が
実
情
で

す
。「
要
望
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

実
現
可
能
に
な
る
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
学
校
の
た
め
に
も
是
非
実
現
し

五彩 

 
第
四
十
六
代
生
徒
会 

生
徒
会
長 

 
 

西
籔
健 

高
校
副
会
長 

林
田
尚
毅 

高
校
書
記 

 
 

岡
本
佳
奈 

中
学
副
会
長 

上
田
実
穂 

中
学
書
記 

 
 

南
本
紗
都
莉 

こまめに水分補給をして熱中症に気をつけましょう（高校副会長） 

第４６代生徒会広報誌「五彩」第４号 発火 

要望書

の利用

を推奨, 
42.90%実現済, 

21.40%

途中, 

21.40%

条件付きで実現可, 

2.70%

実現不可, 

2.70%

検討すると返答した投書の実現率

（全投書数37）



 

よ
う
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
は
、「
要
望
書
」

で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 


